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国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
は
二
月
十
一

日
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
か
ら
排
出
さ
れ
る
Ｃ

Ｏ
２
の
量
が
二
〇
一
九
年
は
過
去
二
年
続
い
た
増
加

傾
向
が
停
止
し
、
二
〇
一
八
年
実
績
と
ほ
ぼ
同
レ
ベ

ル
の
約
三
三
〇
億
ト
ン
だ
っ
た
と
発
表
し
た
。

　

世
界
経
済
が
二
．
九
％

拡
大
す
る
な
か
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
さ
ら
に
増
加
す

る
と
の
予
想
に
反
し
て
横

ば
い
と
な
っ
た
の
は
、
主

に
先
進
経
済
諸
国
で
発
電

に
と
も
な
う
排
出
量
が
減

少
し
た
か
ら
だ
と
説
明
。

こ
れ
ら
の
国
で
は
、
風
力

や
太
陽
光
な
ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
役
割
が
強

化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
石

炭
火
力
か
ら
天
然
ガ
ス
火

力
へ
の
転
換
、
原
子
力
発

電
所
の
高
稼
働
な
ど
が
功
を
奏
し
た
。

　

日
本
に
つ
い
て
は
特
に
、
近
年
再
稼
働
を
果
た
し

た
商
業
炉
に
よ
り
原
子
力
発
電
量
が
四
〇
％
拡
大
し
、

石
炭
や
天
然
ガ
ス
、
石
油
に
よ
る
発
電
量
を
押
し
下
げ

た
と
指
摘
。
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
も
対
前
年
比
四
．
三
％
減

の
一
〇
．
三
億
ト
ン
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
二
〇
〇
九

年
以
降
最
速
の
削
減
ペ
ー
ス
で
あ
る
と
と
も
に
、
発

電
部
門
で
の
最
大
下
げ
幅
に
な
っ
た
と
強
調
。

　

横
ば
い
の
他
の
要
因
と
し
て
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
は
い
く
つ

か
の
国
で
気
候
が
穏
や
か
だ
っ
た
こ
と
と
、
新
興
国

市
場
の
一
部
で
経
済
成
長
が
鈍
化
し
た
こ
と
な
ど
を

挙
げ
た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
に
つ
い
て
ビ
ロ
ル
事
務

局
長
は
、「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
増
加
傾
向
が
一
時
的

に
た
だ
停
止
し
た
と
言
う
よ
り
も
、
二
〇
一
九
年
に

決
定
的
な
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
と
後
々
に
記
憶
さ
れ
る

よ
う
、
今
こ
そ
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
す
る
必
要
が

あ
る
」と
明
言
。世
界
に
は
そ
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
活

用
す
べ
き
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
と
し
て
は
、
排
出
量
の
削
減
に

向
け
て
各
国
政
府
や
企
業
、
投
資
家
、
温
暖
化
防
止

に
純
粋
に
取
り
組
ん
で
い
る
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
の
協

力
体
制
を
構
築
中
だ
と
し
た
。

　

同
事
務
局
長
は
ま
た
、
排
出
量
の
増
加
が
止
ま
っ
た

こ
と
は
、
こ
の
一
〇
年
間
で
地
球
温
暖
化
に
立
ち
向

か
え
る
と
す
る
根
拠
に
な
っ
て
い
る
と
説
明
。
ク
リ
ー

ン・エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
移
行
が
進
ん
で
い
る
証
で
あ
り
、

一
層
意
欲
的
な
政
策
や
投
資
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ
２
の
排

出
量
に
有
意
な
変
化
を
も
た
ら
す

こ
と
が
で
き
る
と
示
さ
れ
た
。

　

Ｉ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
と
、
先
進
経
済

諸
国
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の

実
質
的
な
低
下
は
、
他
の
国
で
排

出
量
が
引
き
続
き
増
加
す
る
の
を

相
殺
す
る
結
果
に
な
っ
た
。
米
国

は
国
ベ
ー
ス
の
下
げ
幅
が
最
大
値

を
記
録
し
、
二
〇
一
九
年
は
排
出

量
が
ピ
ー
ク
時
の
二
〇
〇
〇
年

か
ら
約
一
〇
億
ト
ン
削
減
さ
れ

た
。欧
州
連
合
諸
国
の
排
出
量
も
、

二
〇
一
九
年
は
発
電
部
門
の
排
出

量
が
下
が
っ
た
た
め
、全
体
で
一
．

六
億
ト
ン
の
排
出
量
が
削
減
さ
れ
た
。
原
因
と
し
て

は
天
然
ガ
ス
の
発
電
量
が
初
め
て
石
炭
火
力
を
抜
い

た
ほ
か
、
風
力
発
電
量
も
石
炭
火
力
と
肩
を
並
べ
る

ま
で
に
増
加
し
た
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
残
り
の
国
々
で
は
二
〇
一
九
年
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
合
計
四
億
ト
ン
近
く
ま
で
増
大
。
増
加
分

の
約
八
〇
％
は
、
石
炭
火
力
発
電
量
が
引
き
続
き
上

昇
し
た
ア
ジ
ア
諸
国
の
も
の
だ
と
指
摘
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、

両
市
の
長
寿
企
業
に
つ
い
て
述
べ
る
。
地
下
鉄
シ
ュ

ヴ
ェ
ー
デ
ン
プ
ラ
ッ
ツ
駅
か
ら
徒
歩
四
分
、
赤
レ

ン
ガ
造
り
の
教
会
の
隣
に
あ
る
一
四
四
七
年
創
業
の

ウ
ィ
ー
ン
最
古
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
グ
リ
ー
ヒ
ェ
ン
バ
イ

ス
ル
は
、
ウ
ィ
ー
ン
最
長
寿
の
企
業
で
も
あ
る
。
入

口
に
あ
る
大
き
な
木
彫
り
の
レ
リ
ー
フ
は
愛
し
の
ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
、
酒
飲
み
で
流
し
の
街
楽
師
だ
っ
た

が
、あ
る
日
酔
っ
払
っ
て
道
端
の
溝
に
落
ち
て
し
ま
い
、

一
晩
を
過
ご
す
。
ペ
ス
ト
大
流
行
の
時
代
、朝
に
な
っ

て
ペ
ス
ト
に
よ
る
死
者
と
と
も
に
墓
地
に
運
ば
れ
、

そ
こ
で
目
を
覚
ま
し
、
奇
跡
の
生
還
を
遂
げ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
・
ル
ー
ム
に
は
、

ウ
ィ
ー
ン
ゆ
か
り
の
著
名
人
の
サ
イ
ン
が
壁
に
書
か

れ
て
い
る
。
奥
の
壁
に
は
、モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
な
ど
の
音
楽
家
の

他
、
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
な
ど
の
サ
イ
ン
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。歴
史
的
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
が
、

シ
ュ
ニ
ッ
ツ
エ
ル
な
ど
の
味
も
評
判
が
い
い
。

　

一
方
、
京
都
下
京
区
に
あ
る
田
中
伊
雅
（
い
が
）
仏

具
店
は
、
創
業
が
仁
和
年
間
（
八
八
五
年
頃
）、
我
が

国
の
最
老
舗
企
業
七
社
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
平

安
京
遷
都
に
よ
り
数
多
く
建
立
さ
れ
た
寺
院
に
納
め

る
べ
く
、
創
業
以
来
七
〇
代
に
わ
た
り
、
真
言
宗
や

天
台
宗
を
は
じ
め
各
宗
派
の
仏
具
の
製
造
を
続
け
て

い
る
。
た
だ
一
筋
に
匠
と
し
て
の
心
技
を
磨
き
、
京

佛
具
の
本
流
を
受
け
継
い
で
千
年
余
り
の
年
月
を
刻

み
、
伝
統
に
培
わ
れ
た
先
鋭
の
技
法
に
よ
っ
て
、
新
た

な
る
至
高
の
荘
厳
品
を
創
出
し
、
次
の
時
代
へ
受
け

継
ぐ
こ
と
が
社
命
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
社
名
は
元
々

「
伊
賀
」
と
記
し
た
が
、
こ
の
表
記
は
天
皇
家
ゆ
か
り

の
者
の
み
に
許
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
仁

和
寺
の
門
跡
よ
り
授
け
ら
れ
た
「
伊
雅
」
に
改
め
た
。

社
紋
は
、
仏
具
の
一
つ
の
華
鬘
（
け
ま
ん
）
を
モ
チ
ー

フ
に
し
て
い
る
。
両
市
の
長
寿
企
業
は
、
長
い
歴
史
と

伝
統
に
裏
打
ち
さ
れ
た
技
能
が
共
通
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
お
客
さ
ん
を
連
れ
て
グ

リ
ー
ヒ
ェ
ン
バ
イ
ス
ル
で
食
事
を
し
た
こ
と
が
何
回

か
あ
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
サ
イ
ン

に
は
正
直
驚
い
た
。
田
中
伊
雅
仏
具
店
に
入
っ
た
こ
と

は
な
い
が
、
比
較
的
近
く
の
五
条
烏
丸
の
蕎
麦
屋
を
利

用
し
た
こ
と
が
あ
る
。
今
月
も
両
市
の
歴
史
的
な
長

寿
企
業
に
ま
つ
わ
る
話
を
紹
介
で
き
た
幸
運
に
感
謝

し
つ
つ
、
編
集
部
に
撮
影
を
お
願
い
し
た
グ
リ
ー
ヒ
ェ

ン
バ
イ
ス
ル
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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杉本純の原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています： http://wattandedison.com/Sugimoto.html
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Ludwig van Beethoven 生誕 250 周年　ベートーヴェン 2020
1770 年 12 月 16 日頃ドイツ・ボン生～ 1827 年３月 26 日ウィーン没

葬儀博物館 Bestattungsmuseum（中央墓地 Zentralfriedhof 内）
特別展「ベートーヴェンと同時代の仲間」

https://www.jaif.or.jp/200212-a

葬儀博物館のベートーヴェン特別展で展示されている
ベートーヴェン埋葬式 1827 年３月 29 日の招待状

特別展のハイライト : ベートーヴェン、ヨーゼフ・ハイ
ドン、モーツァルト、シューベルトのデスマスク展示

【開館】月～金 09:00-16:30　土 10:00-17:30
葬儀博物館（11 区）Simmeringer Hauptstraße 234, Zentralfriedhof Tor 2, Untergeschoß der Halle 2


